
兵
庫
県
隊
友
会
東
播
支
部

石
田
真

一
支
部
長
は
令
和
7
年
5
月
18
日
9
時

か
ら
陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐
屯
地
内
に

あ
る
本
部
隊
舎
会
議
室
に
お
い
て
参
加

会
員
26
名
、
委
任
状
返
信
者
64
名

合

計
90
名
／
115
名
の
参
加
を
得
て
、
総
会

を
開
催
し
た
。

毎
年
、
前
年
の
物
故
者
に
対
す
る
黙

と
う
を
行
っ
て
開
催
す
る
運
び
で
あ
り

ま
し
た
が
、
前
年
の
物
故
者
は
居
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
今
の
支
部
の
礎
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
に
敬
意
を
表
し
て
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
す
る
黙
と
う

を
行
っ
て
総
会
を
開
会
し
た
。

総
会
開
催
の
冒
頭
に
石
田
支
部
長
が
ご

挨
拶
に
お
い
て
、
昨
年
度
一
年
間
の
各

行
事
に
対
す
る
積
極
的
な
参
加
、
活
動

し
て
頂
い
た
皆
様
に
労
い
の
お
言
葉
を

述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
感
謝
の
お
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
自
衛
隊
家
族
会
が
主
体
と

し
て
行
う
家
族
支
援
に
つ
い
て
、
家
族

会
の
補
佐
役
と
す
る
任
務
が
付
与
さ
れ

る
た
め
、
青
野
原
駐
屯
地
司
令
と
家
族

支
援
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
新
た
な

任
務
と
し
て
付
与
さ
れ
る
年
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢

は
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
が
続
い

て
お
り
、
現
職
自
衛
官
の
訓
練
が
過
密

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
我
々
隊
友

会
が
現
職
自
衛
官
に
対
し
て
出
来
る
支

援
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

（
会
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題

と
な
る
点
も
な
く
済
々
と
総
会
を
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
）

※
議
案
草
案
は
整
斉
と
審
議
さ
れ
結
果
、

賛
成
多
数
で
議
案
ど
お
り
成
立
し
た
。

引
き
続
き
、
加
東
市
滝
野
の
勤
労
者

体
育
館
前
に
あ
る
休
耕
田
に
移
動
し
て

サ
ツ
マ
イ
モ
の
ツ
ル
三
０
０
本
の
植
付

を
行
い
、
丁
度
お
昼
ご
ろ
に
終
了
し
ま

し
た
。

前
日
が
雨
模
様
で
あ
り
、
当
日
も
雨

の
予
報
で
あ
っ
た
が
、
丁
度
良
い
雲
空

の
下
で
作
業
が
出
来
た
こ
と
を
参
加
し

た
全
会
員
が
喜
ん
で
お
り
、
秋
の
収
穫

に
向
け
て
豊
作
を
祈
っ
て
終
了
し
た
。
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去
る
、
5
月
18
日
に
会
員
有
志
で

植
付
け
し
た
「
さ
つ
ま
芋
の
苗
」
が

１
週
間
ほ
ど
で
鹿
の
餌
食
と
な
り
無

残
な
姿
と
な
り
ま
し
た
。

被
害
を
確
認
す
る
や
否
や
、
会
員

有
志
の
皆
様
の
素
早
い
対
応
に
よ
り

二
次
被
害
防
止
処
置
を
施
し
「
新
芽
」

の
早
期
の
回
復
を
期
待
し
今
後
の
対

応
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
7
年
5
月
25
日(

日)

10
時
か

ら
陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐
屯
地
に
お

い
て
創
設
49
周
年
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
た
。
兵
庫
県
隊
友
会
東
播
支
部

石
田
真
一
支
部
長
他
多
く
の
隊
友

会
会
員
が
記
念
式
典
や
模
擬
戦
闘
を

見
学
し
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
祝
賀
会

食
に
参
加
し
た
。

式
典
に
お
い
て
小
林
駐
屯
地
司
令

兼
ね
て
第
8
高
射
特
科
群
長
が
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
地
域
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
、
今
日
の
青
野
原
駐
屯
地
が

所
在
し
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
の
謝

辞
を
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林

司
令
の
み
な
ら
ず
、
参
加
さ
れ
た
多

数
の
国
会
議
員
の
先
生
方
の
挨
拶
に

お
い
て
も
世
界
情
勢
や
日
本
を
取
り

巻
く
諸
外
国
の
動
向
等
、
日
本
と
し

て
は
今
ま
で
の
中
で
一
番
厳
し
い
世

界
情
勢
で
あ
る
と
お
話
が
あ
り
、
日

本
を
防
衛
す
る
主
任
務
を
与
え
ら
れ

て
い
る
自
衛
隊
・
現
職
自
衛
官
の
皆

様
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
述
べ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
か
ら
観
閲
行
進
ま
で
済
々

と
終
了
し
、
第
3
音
楽
隊
に
よ
る
音

楽
演
奏
、
格
闘
の
演
武
、
模
擬
戦
闘

を
行
っ
て
、
祝
賀
会
食
に
移
行
し
ま

し
た
。

来
年
が
節
目
と
な
る
創
設
50
周
年

を
迎
え
る
た
め
、
今
年
は
少
し
規
模

を
縮
小
し
て
い
る
の
か
と
思
え
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

既
に
来
年
で
半
世
紀
を
迎
え
る
青
野

原
駐
屯
地
は
決
し
て
古
い
駐
屯
地
で

は
な
く
、
日
本
全
国
に
点
在
す
る
駐

屯
地
と
し
て
は
、
新
し
い
駐
屯
地
で

あ
る
と
の
認
識
が
あ
り
ま
す
。

特
に
隊
友
会
東
播
支
部
会
員
の
多

く
は
、
青
野
原
駐
屯
地
で
勤
務
し
た

会
員
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
約
30
年

程
度
勤
務
し
た
会
員
も
多
く
在
籍
し

て
い
ま
す
。

隊
友
会
東
播
支
部
の
会
員
は
自
衛

隊
が
好
き
、
青
野
原
駐
屯
地
が
好
き
、

駐
屯
地
隊
員
が
好
き
で
あ
り
、
そ
の

現
職
隊
員
と
家
族
の
幸
せ
を
第
一
に

考
え
、
本
年
度
も
支
部
が
出
来
る
支

援
を
積
極
的
に
行
う
と
い
う
強
い
気

持
ち
を
改
め
て
実
感
で
き
た
記
念
記

念
行
事
で
し
た
。

事
務
局
長

細
貝

寛
徳

兵
庫
県
隊
友
会
東
播
支
部
（
支
部

長

石
田
真
一
）
は
、
会
員
9
名
を

も
っ
て
、
令
和
7
年
6
月
5
日
青
野

原
駐
屯
地
の
自
衛
官
候
補
生
25
km
行

進
訓
練
を
出
発
か
ら
帰
隊
ま
で
の
経

路
上
の
各
地
点
で
声
掛
け
を
実
施
し
、

訓
練
に
励
む
自
衛
官
候
補
生
を
鼓
舞
・

激
励
し
た
。

教
育
隊
長
は
訓
示
で
「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
・
健
康
管
理
・
威
厳
」
の
3
点
を

要
望
、
ス
タ
ー
ト
の
号
令
で
、
候
補

生
は
意
気
揚
々
と
出
発
・
・
・
・
・
。

駐
屯
地
周
辺
の
小
野
市
・
加
西
市
を

行
進
。
雲
一
つ
な
い
炎
天
下
、
じ
り

じ
り
と
体
力
を
消
耗
す
る
。
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支
部
会
員
は
第
2
・
第
3
・
第
4
・

第
5
お
よ
び
第
7
休
止
点
で
応
援
し
た
。

特
に
最
終
休
止
点
か
ら
駐
屯
地
の
区

間
、
一
緒
に
行
進
し
た
空
中
会
員
は
、

遅
れ
て
離
脱
し
そ
う
に
な
る
候
補
生
に

対
し
、
U
タ
ー
ン
し
て
助
け
る
候
補
生

の
光
景
に
連
帯
の
強
さ
を
見
た
。
会
員

が
昔
経
験
し
た
苦
い
思
い
出
を
思
い
起

こ
し
、
疲
れ
と
荷
重
に
汗
す
る
候
補
生

に
、
親
の
よ
う
な
気
持
ち
で
任
務
を
達

成
す
る
よ
う
「
フ
ァ
イ
ト
・
頑
張
れ
!!
」

と
声
掛
け
し
激
励
を
行
っ
て
い
た
。

今
月
下
旬
に
は
修
了
式
を
迎
え
る
自

衛
官
候
補
生
の
諸
官
に
、
完
歩
し
た
成

果
を
糧
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
同
期
が

切
磋
琢
磨
し
立
派
な
社
会
人
・
自
衛
官

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
止

ま
な
い
。

副
支
部
長

池
田

廣
志

支
部
で
は
、
災
害
等
発
生
時
に
支

部
会
員
の
安
否
確
認
を
行
う
体
制
確

立
の
た
め
、
来
る
9
月
1
日
に
緊
急

連
絡
網
を
利
用
し
た
安
否
確
認
の
緊

急
連
絡
訓
練
を
行
い
ま
す
。

昨
年
も
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、

実
施
要
領
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
し

て
連
絡
が
つ
か
な
い
人
が
い
た
り
、

連
絡
網
の
グ
ル
ー
プ
長
の
交
代
も
あ

り
、
連
絡
網
を
修
正
し
た
の
で
そ
れ

に
基
づ
い
て
訓
練
し
ま
す
。

今
回
配
布
す
る
「
緊
急
連
絡
網

（
安
否
確
認
）
に
つ
い
て
」
に
基
づ

い
て
行
い
ま
す
。
想
定
と
し
て
「
9

月
1
日
午
前
8
時
に
東
播
地
区
に
震

度
6
の
地
震
が
発
生
し
た
。
」
で
行

い
ま
す
。

今
回
配
布
す
る
連
絡
網
資
料
は
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
各
グ
ル
ー

プ
内
の
方
だ
け
の
電
話
番
号
を
載
せ

た
も
の
を
配
布
し
ま
す
。
今
後
の
取

り
扱
い
に
は
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
支
部
長
と
各
グ
ル
ー

プ
長
間
お
よ
び
各
グ
ル
ー
プ
内
の
相

互
の
連
絡
手
段
・
要
領
の
事
前
確
認

を
行
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
隊
友
会

は
隊
員
家
族
支
援
と
し
て
、
留
守
家

族
の
安
否
確
認
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
際
に
実
働
で
き
る
会
員
の

把
握
を
し
て
お
き
た
く
、
「
家
族
・

自
宅
に
被
害
が
な
け
れ
ば
協
力
で
き

る
」
方
を
募
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

阪
神
淡
路
地
震
の
際
、
交
通
の
大
渋

滞
が
起
こ
っ
た
の
を
記
憶
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
確
認
活
動

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
近
隣
地
域
で

行
な
う
事
が
必
要
に
な
る
た
め
、
協

力
可
能
者
を
把
握
し
て
体
制
作
り
に

反
映
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
回
使
用
の
連
絡
網
は
2

年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
同
意

あ
っ
た
方
を
対
象
に
作
成
し
た
も
の

で
す
が
今
後
は
支
部
全
会
員
に
広
げ

た
い
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
、
再
度
「
家
族
協
力
実
働

可
能
者
」
と
「
支
部
連
絡
網
へ
の
登

録
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
部
長

石
田

真
一
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4
月
5
日

臨
時
理
事
役
会

支
部
長
以
下
19
名

サ
ツ
マ
イ
モ
植
付
け
準
備

支
部
長
以
下
他
16
名
参
加

4
月
12
日

自
衛
官
候
補
生
前
期
入
隊
式

支
部
長
参
加

4
月
27
日

臨
時
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
整
備

池
田
副
支
部
長
以
下
6
名
参
加

5
月
18
日

隊
友
会
東
播
支
部
定
時
総
会

支
部
長
以
下
26
名

サ
ツ
マ
イ
モ
植
付
け

支
部
長
以
下
他
23
名
参
加
・
芋
300
本

5
月
25
日

青
野
原
駐
屯
地
記
念
行
事

支
部
長
他
多
数
参
加

6
月
5
日

自
衛
官
候
補
生
前
期
総
合

25
km
行
軍
激
励

池
田
副
支
部
長
以
下
9
名
参
加

6
月
13
日

臨
時
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
整
備

石
田
支
部
長
以
下
6
名
参
加

6
月
15
日

県
理
事
役
会

事
務
局
長

鈴
木
理
事
参
加

6
月
22
日

自
衛
官
候
補
生
前
期
終
了
式

支
部
長
参
加

7
月
3
日

新
隊
員
後
期
教
育
開
始
式

7
月
6
日

県
隊
友
会
定
時
総
会
・
懇
親
会

7
月
12
日

理
事
役
会

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
の
除
草

7
月
27
日

慰
霊
碑
清
掃
奉
仕
及
び

慰
霊
行
事

8
月
6
日

青
野
原
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

9
月
～
12
月
予
定

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

9
月
1
日

♯
１
回
支
部
防
災
訓
練

(

緊
急
連
絡
網
の
点
検)

9
月
中
・
下
旬

新
隊
員
後
期
教
育
修
了
式

10
月
上
・
中
旬

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭

(

２
回
を
追
求
）

10
月
10
日
～
15
日

♯
１
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

10
月
26
日

鶉
野
祈
念
の
碑

慰
霊
祭

11
月
14
日
～
18
日

♯
２
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

11
月
22
日

忘
年
会(
東
加
古
川

弁
慶)

11
月
29
日

理
事
役
会

12
月
7
日

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
支
援

12
月
7
日

県
理
事
役
会

12
月
下
旬

青
野
原
駐
屯
地
年
末
行
事

1
月
上
旬

青
野
原
駐
屯
地
成
人
者
激
励

1
月
中
旬

青
野
原
駐
屯
地
新
春
互
礼
会

1
月
17
日

♯
２
回
支
部
防
災
訓
練

(

緊
急
連
絡
網
の
点
検)

1
月
24
日

理
事
役
会

2
月
中
・
下
旬

県
隊
友
会
支
部
長
等
会
議
・

懇
親
会
及
び
♯
3
県
理
事
役
会

会
計
補
佐
の
職
を
解
任
し
、

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

志
方

一
也
（
小
野
市
）

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

神
嵜

忍
（
加
古
川
市
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
44
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
彰

瑞
宝
双
光
章

今
岡

聖
勝
（
小
野
市
）

瑞
宝
単
光
章

上
田

謙
治
（
三
木
市
）

小
田
口
喜
久
次
（
加
東
市
）

森
下

哲
也
（
三
木
市
）
青
野
原
駐
業

令
和
7
年
4
月
4
日
退
官
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支
部
の
活
動
実
績

【
新
入
会
員
紹
介
】

編
集
後
記

盛
夏
の
候

皆
様
ご
健
勝
で
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
隊
友
会
活
動
に
多
大
な
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
開

催
さ
れ
、
早
い
も
の
で
開
催
期
間
の
半

分
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
会

員
の
皆
様
で
訪
問
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
「
投
稿
記
事
」
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
「
大
阪
万
博]

が
開
催

さ
れ
て
か
ら
55
年
が
経
過
し
た
現
在
、

近
代
化
も
更
に
進
み
文
明
の
発
展
は
著

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
つ
ま
芋
の
鹿
被
害
時
、
一
時
は
ど

う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
池
田
副

支
部
長
を
核
心
と
し
た
有
志
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
V
字
回
復
の
方
向
に
向

か
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が

続
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
適
宜
・
適
切
な
水
分
補
給
を
行

い
「
熱
中
症
」
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
さ
れ
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

本
年
度
も
皆
様
か
ら
の
引
き
続
き
の

ご
支
援
・
ご
協
力
並
び
に
多
種
多
様
な

投
稿
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

mxrxg983@ybb.ne.jp

桑
原

博

hayato.0309.0722@gmail.com

和
久
井

勇
人

支
部
の
主
要
業
務
予
定

【

受

章

】

【
支
部
役
員
の
変
更
】




